
 

 

研究課題 

「劇症型心筋炎の急性期心機能指標と院内予後に関する後ろ向き調査」 

に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

 2000年から 2016年 8月の間に、以下「5.研究組織」で示された施設において、

劇症型心筋炎の診断にて経皮的心肺補助装置（PCPS）を用いて治療された方。 

 

２．研究目的・方法 

「1.研究の対象」で示された方のカルテ情報を使用します。具体的には医療

者のカルテ記載内容（身体所見・病歴など）と血液検査結果、生理学的検査結

果、放射線検査結果を調査します。集められた情報を解析し，PCPS 使用後、ど

の時点でどのような方法で生命予後を予測できるか解析をします。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴、年齢、入院年月日、PCPS使用日、PCPS離脱日、生理学的検査結果、

放射線検査結果、心筋病理所見等。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

 データの集積は連結が不可能な状態で匿名化された上で紙媒体の郵送もしく

は電子ファイルの送付にて行われます。以下に記載される研究事務局、特定の

関係者以外がアクセスできない状態で行います。外部へのデータ提供は行われ

ません。 

 

５．研究組織 

 研究事務局： 名古屋大学大学院医学系研究科循環器内科学 室原豊明 

 研究協力施設： 愛知医科大学病院 天野哲也、安城更生病院 度会正人、

伊勢赤十字病院 笠井篤信、大垣市民病院 坪井英之、岡崎市民病院 田中寿

和、海南病院 三浦学、刈谷豊田総合病院 山中雄二、久美愛厚生病院 田近

徹、県立多治見病院 近藤泰三、小牧市民病院 川口克廣、社会保険中京病院 

坪井直哉、市立四日市病院 一宮惠、中東遠総合医療センター 森川修司、中

部ろうさい病院 酒井慎一、公立陶生病院 味岡正純、トヨタ記念病院 岩瀬

三紀、豊田厚生病院 篠田政典、豊橋市民病院 成瀬賢伸、名古屋市立大学 大

手信之、名古屋掖済会病院 加藤林也、名古屋第一赤十字病院 神谷春雄、名古

屋第二赤十字病院 七里守、県西部浜松医療センター 武藤真広、市立半田病



 

 

院 榊原雅樹、藤田保健衛生大学坂文種報徳会病院 井澤英夫、三重大学 伊

藤正明 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出

下さい。 

 本研究におけるデータ集積では、個人情報を一切含めません。よって、本研

究によって個人情報が院外にでることはありません。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、

下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じるこ

とはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科循環器内科学 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65  

電話 052-744-2147  

FAX 052-744-2210 

 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科循環器内科学 室原豊明 

 


